
 

 

 

 

 令和６年９月１１日 三崎高等学校 保健室    

２学期に入り、３週間が経ちました。体調はどうでしょうか？ 無事体育祭は終わりましたが、引き続き熱中症対

策に気を配り、授業や部活動に一生懸命取り組めるようにしましょう。 

さて、９月は救急の日と防災の日があります。けがの防止や応急手当、災害の備えについて考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

心肺停止で倒れている人がいたら、できるだけ早く 119番通報することが大切です。しかし、通

報しただけで何もせずにいたのでは、救えるのは通報したうちの７％。待っている間に胸骨圧迫を行

い、さらに AEDを使用すれば、５０％まで高まります。AEDが必要ない時に使用したとしても、電気

ショックが流れる前に「電気ショックは必要ありません。」と音声が流れるので、ためらわずに使用し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保健室前     ②体育館玄関 

③速水寮玄関   ④未咲輝寮 

①保健室前 ②体育館玄関 ③速水寮玄関 

胸骨圧迫で救える命の数 約２倍 

ＡＥＤで救える命の数  約６倍 



 

 

 

 

 

 

防災の日が誕生したきっかけは、1923年 9月 1日に発生した関東大震災で

す。関東大震災は、死者・行方不明者 10万 5千人という大惨事になり、この震災

を教訓として、１人ひとりの防災対策の重要性を広く国民に理解してもらうために

制定されました。今年も、地震等の災害が多発し、怖い思いをした人もいるのではない

でしょうか。いざという時の災害の備えがきちんとできているか確認しておきましょう。 

 


